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国重要文化財・吉福家住宅の 

草刈り作業を実施！ 

 

作業前（左）と作業後（右）、前庭を中心に草刈り機による除草作業を実施した。 

 

 

 先週 16 日(金)10 時から昼休みを挟んで 15 時まで生涯学習課で国重要文化財・吉 

福家住宅の除草作業を行った。生涯学習課では、4年前から夏と秋、年 2回ほど草刈 

り作業を毎年実施している。池内課長補佐、田村室長、吉本職員の 3名が作業にあた 

った。 

 吉福家住宅の保存・活用は、長年の懸案であり、様々な方々からご意見やアドバ 

イスをいただいているところである。建物の老朽化に伴い明日 21 日(火)には、公益 

財団法人・文化財建造物技術協会大阪事務所の加藤修治氏ら 2名の専門家に訪問いた 

だき、建物の修繕と保存・活用についてご意見をいただくことになっている。 
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＝万次郎の人生の概観とその謎＝ 
 左の表は、中浜万次郎の人生

の概観を年表にまとめたもので

ある。ご覧いただいたらお分か

りになると思いますが、万次郎

はヨーロッパ視察からの帰国後

44 歳のとき、脳梗塞に倒れて

しまいます。 

 一時は、言語障害や四肢の麻

痺等の後遺症に悩まされますが

その後、持ち前の強い生命力に

より回復します。 

 しかし、44 歳以降の 27 年間

の人生は、それまでが「動」で

あるならば、「静」というべき

であり、ゆっくりとした時間の

流れの中で穏やかな生涯を送っ

たのです。まさに「静寂の 27

年間」というべき時間でした。 

 

 44 歳の万次郎にどのような

心の変化があったのでしょう

か。 

 これはあくまでも勝手な推測

の域を脱し得ませんが、父や妻

鉄の死、様々な身近な人の死に

接する中で、有限の人生をいか 

に生きるべきかを深く思考していたのではないでしょうか。 

 

これは私たちの人生も同じです。「仕事また仕事の多忙な毎日」に忙殺され、家庭 

を、大切な人を省みることさえままならない自らの人生に疑問が生じてしまったので

はないでしょうか。 

 私たちも、ついつい「仕事第一」で「家庭は第二」になっていないでしょうか。実 

は、仕事も家庭も「第二」ではなくて、ともに「第一」なのです。仕事は、もちろん 

どちらにもベストを尽くすものです。それと同時に家庭や家族は、自分にとってかけ 

がえのない存在なのです。 

44 歳以降の万次郎には、残りの人生を大好きな家族とゆっくりと穏やかに生きて 

いきたい、そんな願いがあったのかもしれません。 

私たちも万次郎の生き方を通し、これを自分の人生と重ねながら、自分の生き方

や人生をもう一度見つめ直してみるということも大切ではないでしょうか。… 

今日は万次郎を深読みしてみました。 


